
スキーとニセコ連峰
～世界基準の「メッカ」を支える極上の雪質～

厳しい寒さや雪に閉ざされる北海道
の人々にとって、冬期間の最大の娯
楽はスキー遊びだった。昭和40年代
頃からは「冬のレジャー」と言われ
るようになり、スキー場の代表格が
昭和初期から知名度の高かったニセ
コ連峰。娯楽が多様化した今日、
ウィンタースポーツだけではなく、
四季を通じての新しいアウトドアス
ポーツの拠点となっている。


